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1 挨拶 

当社は 1949 年の創業以来、家庭電化製品などの樹脂加工をはじめ各種プラスチック製品

の製造を行っています。プラスチックは軽量、耐摩耗性、耐衝撃性、耐水、耐油、耐触性、

などの優れた素材特性によって、無限の可能性を秘めています。その中で当社は幅広いフィ

ールドをカバーする先駆の活動を展開し新たなニーズに応えるために、優秀な人材の育成

を図り、新たな可能性に挑戦し続けます。「素材をカタチに」をポリシーとし顧客のニーズ

に貢献していきます。 

 

2 環境経営方針 

＜環境経営理念＞ 

プラスチックは軽量化、耐久性、加工性の等の面から工業的に大変重要な素材となり、今

後も更なる発展が期待されます。一方、主に化石燃料である石油を原料としているため燃え

た後に生じる二酸化炭素が大気中に増加することによって地球温暖化の原因となります。

また、プラスチックは腐らないので土に埋めても分解されず環境問題となります。 

当社のプラスチック成形業の製造事業によって、資源・エネルギー消費などが環境に与える

影響を考慮し、掲げる活動を推進します。 

 

＜環境保全への行動指針＞ 

① 二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、総排水量等の削減に努めます。 

1) 不良率削減によりムダな材料、ムダなエネルギー使用の削減に努めます 

2) 廃棄物の３Ｒ（削減、再利用、リサイクル）に取り組みます 

3) ５Ｓ活動、作業効率化によりムダのないモノづくりを目指します 

4) 積極的な設備の見直し、更新により省エネ及び高効率化に取り組みます。 

② 環境関連法規制等の遵守 

環境に関する法規制、条例及び顧客要求事項を遵守します 

③ 環境活動の継続 

環境経営目標を設定し、定期的に見直し継続的改善を図ります 

④ 環境コミュニケーションの実施 

環境経営方針は組織で働くまたは組織のために働く人に周知し、環境意識向上を図ると

ともに社内外に公開します。 

 

制定日：2016 年 8 月 31日 

改定日：2017 年 8 月 31日 

豊樹脂工業 株式会社 

 代表取締役社長 竹内 通陽 
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3 組織の概要 

(1) 名称及び代表者名 

豊樹脂工業株式会社 

代表取締役社長 竹内通陽 

 

(2) 所在地及び対象範囲 

【本社工場】 

本社・営業事務所   静岡県静岡市駿河区広野 3 丁目 20番 14 号 

第 1・２工場   静岡県静岡市駿河区広野 3丁目 20 番 14 号 

第３工場   静岡県静岡市駿河区広野 3丁目 29 番 3 号  

第４工場、製造事務所 静岡県静岡市駿河区広野 3 丁目 26番 15 号 

第５工場   静岡県静岡市駿河区広野 3丁目 25 番 15 号 

【用宗巴町工場】  ：2022/3～新設・操業開始（下記写真） 

用宗巴町工場   静岡県静岡市駿河区用宗巴町 1-93 

【藤枝工場】 

藤枝工場   静岡県藤枝市横内 800-26 (藤枝工業団地内) 

 

(3) 環境管理責任者及び事務局 

責任者 取締役社長室室長     竹内 太志  TEL:054-259-2511 

事務局 製造部製造管理課設備保全係長   飯田 敏史 

     製造部製造管理課設備保全係  シュレスタ マウサム 

     製造部製造管理課管理係  ビマリ サロズ 

     総務部総務課主任   八木 貴行 

 

tel:054-259-2511
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(4) 事業内容 

合成樹脂の成形、加工及び組立 

 

(5) 事業の規模   

[創   立   年]：1949 年  [資   本   金]：3,000 万円 

[売   上   高]：約 49 億円  [従   業   員]：200 人 

[工場敷地面積]：8,640 ㎡(本社工場群：6,780 ㎡ 藤枝工場：700 ㎡ 巴町工場：1,160 ㎡) 

 

(6) 事業年度 

3 月 1日～2 月 28 日 

 

(7) 製品の紹介 

家電製品、自動車部品など小型から大型まで様々な成形及び組立を行っています。 

1,800ton をはじめとした大型成形機を複数保有し、地域有数の成形工場となります。 

弊社の保有している成形機は以下の通りです。 

小型射出成型機(35～180ton)   3 台 

中型射出成型機(220～450ton)   7 台 

大型射出成型機(550～1800ton)  11 台 

 

 

4 組織図及び役割・責任・権限 

弊社は今年度で設立 75 周年の節目を迎えます。従業員は派遣社員を含め 200 名。半数

を外国人社員が占め、その多くは日系人の作業員でした。ダイバーシティマネジメントの

一環として外国人社員、若手社員にて環境事務局を編成しました。 

実施体制は次のページの通りです。 
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                           エコアクション２１実施体制 

 

営業事務所

製造事務所

第1・第2・第3工場

第4工場

第5工場

藤枝工場
藤枝工場

・環境負荷データ等の分析

・環境経営レポートの承認

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境経営に必要な資源の準備

・環境経営方針の策定、見直し

工場長  半田 浩文

用宗巴町工場

工場長  平野 吉範
用宗巴町工場

・環境管理責任者の任命

・環境経営方針の策定

・環境経営全般に関する責任と権限

役割・責任・権限

・内部監査報告書の精査および是正指示

・環境事務局の計画精査と実施承認

・環境経営目標及び重点環境活動項目を環境事務局へ指示

・環境事務局メンバーの任命

・取組状況の評価と社長への報告

・環境関連法規の遵守状況チェック

・環境負荷及び環境への取組自己チェックの実施

・環境経営目標及び環境活動計画の進捗管理

・環境負荷データ等(実績)の集計

・環境経営レポートの精査

・作業教育の実施

・各工場の環境経営活動計画の実施状況確認

・文書類の作成

・環境に関する内部監査の計画、実施、報告

・環境に関する教育、訓練の計画

・決められたことを守り、積極的に環境活動へ参加する

・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・改善提案活動の実行

・活動計画の実施、記録

・各工場への評価、改善指示

工場長

全従業員

環境事務局

環境管理責任者

代表者(社長)

経営責任者

社長  竹内 通陽

環境管理責任者

製造管理課設備保全係 シュレスタ マウサム

総 務 課 主 任 八木 貴行

製造管理課管理係 ビマリ サロズ

本社工場

社長室長  竹内 太志 製造部長  鷲巣 誠

環境事務局
製造管理課設備保全係長 飯田 敏史
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5 環境経営目標と実績 

【重点項目】 

① 電力使用量削減 => 成形機操作に莫大な電力を利用しているため 

② 産業廃棄物排出量削減 => 不良品削減による環境負荷の低減、コスト削減、生産性向

上、品質向上、お客様の満足度向上を目指す。 

③ 【今期実績及び中長期環境経営目標】 

・ 二酸化炭素排出係数は中部電力ミライズ  株式会社が公表している 2021 年度の

0.449kg-CO2/kWh を使用している。 

・ 2021 年度より地下水利用量を最大理論流量から実測値に変更した。 

・ 2022年度 売上 4,919 百万円にて原単位を算出した。 

 

【二酸化炭素総排出量】 2,221,650.26kg

2019年

(基準年度)
2021年実績 2022年目標

2022年実績

達成状況
2023年目標

645.67 554.77 639.21 431.48 619.84

3%改善 4％改善

21.17 20.07 20.53 16.64 20.32

3%改善 4％改善

4.33 4.01 4.20 3.46 4.15

3%改善 4％改善

1.41 - - - -

672.57 578.86 651.03 451.58 644.31

3%改善 4％改善

50.97 52.39 49.44 55.09 46.97

3%改善 前年5％改善

23.70 6.25 5.81 4.56 5.75

3%改善 4％改善

0.56 0.52 0.56 0.44 0.56

維持 維持

146.49 90.32 90.80 82.27 90.80

維持 維持

- 1,106 1,200 938 1,200

目標設定なし 維持 維持

生産活動現場の取組

改善提案 件数

廃

棄

物

産業

廃棄物

一般

廃棄物

水

地下水 m
3
/百万円

水道水

合計 kg-co2/百万円

m3/百万円

kg/百万円

kg/百万円

LPG廃止

LPG

軽油 kg-co2/百万円

二

酸

化

炭

素

電力

ガソリン

kg-co2/百万円

kg-co2/百万円

kg-co2/百万円
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6 環境経営目標と環境経営計画の達成状況と評価 

二酸化炭素排出量の合計 

2022年目標 実績 目標達成 

651.03 kg-CO2/百万円 451.58 kg-CO2/百万円 〇 

 

概  要 

当社は県下でも有数の大型成型機を多数所有するプラスチック成型会社です。成形工

場は 3 交代制シフト勤務による 24 時間フル

生産を行っており、その消費電力量は莫大な

ものになります。二酸化炭素排出量構成比は

下のグラフにあるように、95%以上が電力に

よるものです。そのため、使用電力量の削減

を重点項目と設定しています。近年は旧式と

なった射出成型機の新型化を進めると同時に

業務フローの可視化、工場内レイアウト変更

を検討するチームを新たに立ち上げ、作業効

率化、省人化を進めております。 

二酸化炭素総排出量、売上比率ともに改善

傾向にあり、次年度以降も取組を継続してい

きます。 

 

総  評 

・ 油圧式射出成型機を電動型へ更新し、電力効率が改善した 

・ 改善活動が継続して行われ、売上比実績に表れている 

・ 工場内レイアウトを更新し、さらなる効率化を目指す 
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電力による二酸化炭素排出量 

2022 年目標値 実績 判定 

626.30 kg-CＯ2/百万円 431.48 kg-CO2/百万円 〇 

 

計画の取組項目 担当部署 実績と評価(◎○△×) 

電力デマンド監視装置をピークカ

ットに役立てる 成形課 

ピークカットを実施した結

果、契約電力の見直しが可能

な状態となった 

◎ 

成形機加熱ヒータへの断熱材取付 
製造管理課 

成形機更新に注力のため未

実施 
× 

コンプレッサーフィルタの清掃 製造管理課 毎週確認できている ◎ 

省エネ成形機への更新 製造管理課 新型の成形機に更新した ◎ 

不要な照明の消灯 
全員 

徹底していない部署があっ

た 
○ 

旧式化した油圧式射出成型機を新型の電動式射出成型機に更新した。カタログ値では

あるものの、1 台当たり 50％以上の省エネ化が見込まれている。これまで油圧式射出成

型機で生産をしてきていたため更新直後の条件設定こそ苦労したが、本格量産に入って

からは成形サイクルの短縮、不良率の低下など生

産・環境双方への好影響を与えている。 

また、電力デマンド監視により省電力状況の見え

る化をすることによって設備の稼働計画を見直し

た。その結果、契約電力の見直しが可能となった。 

総  評 

・ 昨年と比較して生産量が増大し、使用電力量は増加に転じた 

・ 射出成型機の更新により、電力効率が向上した 

・ 売上比率では大幅な改善があった 
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ガソリンによる二酸化炭素排出量 

2022 年目標値 実績 判定 

20.53 kg-CO2/百万円 16.64 kg-CO2/百万円 〇 

 

計画の取組項目 担当部署 実績と評価(◎○△×) 

フォークリフトのエコ運転 物流係 ルール通り運用した ◎ 

フォークリフトの無意味な空ぶか

し禁止 
物流係 

騒音、振動対策も含み厳禁と

している。よく守られている 
◎ 

フォークリフトの更新 
総務課 

フォークリフトを 1 台更新、

新工場稼働につき 2 台増車 
○ 

社用車の更新 
総務課 

社用車を 2 台更新。必要に迫

られ 1 台増車 
〇 

2022年度のガソリン利用構成比は右図のように約 80%

をフォークリフトが占める。 

フォークリフトは製品の積み込み材料、金型の運搬で利

用する。本年度は生産数増大に伴い出荷数も増加したた

め、使用量が増加した。また、新製品の受注も増えたため

お客様との打ち合わせの機会も増えた。 

将来的には倉庫の統廃合による動線改善、バッテリーフ

ォークリフトの導入を検討し、ガソリン消費量の減少に努

める。 

総  評 

・ コロナ禍が落ち着き、受注増。お客様との打ち合わせや出荷も増 

・ 業務の都合で社用車 1台、フォークリフトを 2台増車 

・ 忙しいときほど指差呼称の徹底、安全第一で運用する 

・ エコドライブ推進活動を継続していく 



 

 

 

- 11 - 

 

軽油による二酸化炭素排出量 

2022 年目標値 実績 判定 

4.20 kg-CO2/百万円 3.46 kg-CO2/百万円 〇 

 

計画の取組項目 担当部署 実績と評価(◎○△×) 

アイドリングストップの継続 物流係・営技課 積荷に負担をかけない安全運転

を行った 

◎ 

不要な荷物を降ろす 物流係・営技課 ◎ 

総  評 

・ 工場間輸送の見直しを行い、効率化に努める 

一般廃棄物排出量 

2022 年目標値 実績 判定 

5.81 kg/百万円 4.56 kg/百万円 〇 

 

計画の取組項目 担当部署 実績と評価(◎○△×) 

裏紙利用の推進 全員 定着し始めている ○ 

紙類とビニールの分別 成形・組立課 徹底されていた ◎ 

総  評 

・ 業務工程上、削減が難しいため維持を目的とする 

・ 今後も裏紙利用、リサイクル活動を推進する 
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産業廃棄物排出量(廃プラ) 

2022 年目標値 実績 判定 

49.44 kg/百万円 55.09 kg/百万円 × 

 

計画の取組項目 担当部署 実績と評価(◎○△×) 

廃プラスチックの分別 成形課 徹底できた ◎ 

不良率削減(金型) 
営業技術課 

一部製品の原因究明を継続して

行う 
○ 

外観検査定時点検 成形課 不良品の早期発見に努めた ◎ 

ダンゴ削減 製造管理課 成形機更新の影響で増加 - 

大型成型品の粉砕設備導入 製造管理課 導入完了 ◎ 

前年度と比較して廃プラスチック排出量は大幅増加となった。これは成形機更新に伴

う再トライが原因である。成形機(あるいは金型)を更新した場合、生産した製品が要求

品質をクリアできるよう適切な成形条件を定める必要がある(トライ)。また、材料切替

時には成形機に残った樹脂を硬化剤で固めて取り出す必要(ダンゴの発生)がある 

本年度は多数の成型機を更新したため、再トライ回数が増大、ダンゴが増えざるを得

なかったが、成形機更新が終わったので来年以降は減少していくと予想している。な

お、量産中の工程内不良に限れば不良率は低下傾向にある。 

大型粉砕機を導入したことにより再生材としてのリサイクル(売却)を促進することが

でき、処理費の低減に貢献した。廃プラスチックの減少は環境にも経営にも優しい活動

のため当社の優先課題と位置付けられている。 

総  評 

・ 廃プラスチック処分の問題が年々大きくなっており危機感を感じる 

・ ダンゴの自社リサイクルや再資源化について検討する 

・ 金型のメンテナンスサイクル改善、工数の低下にも取り組み、不良率を低下させる 
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水道水利用量 

2022 年目標値 実績 判定 

0.56 ｍ3/百万円 0.44 ｍ3/百万円 〇 

 

井戸水利用量 

2022 年目標値 実績 判定 

90.80 ｍ3/百万円 82.27 ｍ3/百万円 〇 

 

計画の取組項目 担当部署 実績と評価(◎○△×) 

節水活動 全員 昨年からやや増えた △ 

冷却水の再利用 製造管理課 冷却水の再利用 ◎ 

溶融されたプラスチックを硬化させるためには温度を下げなくてはならない。製品が

大型化すれば金型も大型化し、冷却するためには多くの冷媒が必要となる。 

今年度はトイレのセンサーが故障して水が流れ続けるトラブルがあった。 

総  評 

・ 修繕担当者を周知し、故障時には迅速に対応できるよう体制を整備した 

・ 作業工程上、削減は難しいため維持を目標とする 
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7 今期の環境経営活動について 

(1) 改善提案活動  

全社にて 5S、作業性改善、安全などの改善提案活動を実施している。毎月約 100件の改

善提案が社員から出ており、下記はその一例となる。 

 

・ 不良率低減に向けた改善活動の実施例 

不良が減れば廃プラスチックも減り、生産時間も短縮できるため使用電気量も減ら

すことができる。不良品は環境にも経済にも多くの悪影響を与えます。また、工数が

減れば従業員のワークライフバランスにも寄与します。 

 

 

・ 多言語化、図式化など共生社会に向けた改善 

技能実習生、技人国、日系人など多くの外国人社員を受け入れているためコミュニ

ケーションの充実を図っています。しかし、彼らにとって試験や注意書きなど文章の

読解は簡単ではありません。既存の外国人社員から自主的に下記のような改善提案が

出されています。翻訳や注意・規則の図式化を行うことにより教育を充実させ、安全

で開かれた企業を目指します。 

 



 

 

 

- 15 - 

 

(2) 教育活動 

コロナ禍により受け入れを停止していた技能実習生の受け入れを本年度より再開し

た。また、2022 年は地震が多く、電気代、物価が高騰した年でもありました。これらの

状況を受け、技能実習生に対して以下の教育を実施しました。 

 

2022 年 5 月 ゴミの分別、清掃、節電について 

2022 年 11月 地震、津波発生時の対応方法 

2023 年 1 月 節電について 

 

 

 

(3) リサイクル活動 

昨年度から継続して進めている社内環境改善を今年も進めた。長年人の手が入ってい

ない箇所もあり、ホコリを被っていた遊休設備も多く見つかった。清掃、整備すれば利

用できるものもある一方で廃棄するしかない物も多くあった。また、設備の更新に伴い

不要になった機材も多く出た。これらを解体・分別し再利用可能な資源としてリサイク

ル業者へ引き取ってもらった。 

 

 



 

 

 

- 16 - 

 

(4) 環境経営計画の実績 

取組事項 担当者 評価 

油脂分解バイオ製剤の

導入 

製造管理課 成形機更新に伴い、機械油の利用が激減した。そ

のため、バイオ製剤の導入は必要ないと判断した 

金型メンテナンス手法 

の改善 

営業技術課 ドライアイス洗浄を開始し、工数の低下につなが

りメンテナンス時間の短縮できた。 

油圧式成形機を 

電動式成形機へ更新す

る 

成形課 

製造管理課 

更新を完了した。 

稼働時間比率でみても消費電力量が大きく低下。

工程内不良も減少した。 

大型成型品(不良品)を 

粉砕可能な粉砕機の導

入 

成形課 

製造管理課 

導入済み。 

これまで廃棄していた大型成形不良品を粉砕し

て再生材としてリサイクル品として売却できた。 

高校生インターンシッ

プ 

総務課 高校の先生と協議し、春休み時に実施した。 

初めて試みで戸惑う点も多かったので次回以降

に生かしたい。 

 

(5) 来期環境経営掲示板 

これまでの掲示板は小さく、わかりにくい場所にあった。設備の変更に伴い、目につ

きやすい場所に掲示板を作成した。今期は状況の変化もあり、目標達成が厳しい点もあ

りました。効率化、省人化を目標にみんなで頑張っていきましょう。 
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8 外部との環境コミュニケーション 

外部からの環境に関する苦情、要望は無かった。 

新型コロナウイルスによる影響が下火になってきてはいたが、未だにその影響が残って

おり実施できないこともあったが、出来る範囲で地域共生活動を行った。活動を通じて、当

社がエコアクション 21 を適切に運用していることを示し、近隣住民との相互理解を促進し

た。 

・ 近隣中学校からの職場体験の受け入れ 

今年度は新型コロナウイルスの影響にて中止となった。 

 

・ 高校生就業体験の受け入れ 

高校の先生からの依頼で就業体験として春休み中のアルバイト受け入れた。企業の社

会的責任や環境保護の活動説明、就業体験を実施した。 

・ 地域清掃活動 

毎年、地域の環境美化活動の一環として清掃活動に取り組んでいる。日々、周辺住民

への感謝も兼ねて道路清掃を行っている。また、定期的に近隣の側溝清掃へ参加し、会

社周辺の美化に努めている。 
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9 環境上の緊急事態への準備及び対応 

 

(1) 避難訓練 

地震を想定しての訓練。避難場所に早く逃げることと、避難後の人員の安全訓練の手

順を再確認しました。 

 

(2) 放水訓練 

消防法の設備点検と教育を兼ねて放水訓練を実施した。 

 

(3) 評価と振り返り 

しばらく避難訓練を実施していなかったため、新しく入った社員から避難場所を知ら

ない者もいた。また、外国人社員の中には地震発生時の初期対応、頭部を守る、揺れが

収まるまで動かない、ガスの元栓を閉めるなどを知らない者も居た。初期対応教育が今

後の課題としてあげられる。 

放水装置は異常なく作動した。有事に備えているためにも、継続して教育を実施して

いきたい 
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10 来期環境経営計画について 

課題とチャンスを次のように分析し、第 75 期社長方針を以下のように設定した。 

課題 チャンス 

電力の大量使用・価格高騰 
・ 省エネによるコスト削減 

・ 生産体制強化による高効率化、生産力増強 

廃プラスチックの処理費増大 
・ 経費削減による競争力向上 

・ 不良率低下による、処分コストの低減 

人員構成の偏り(若手不足) 

・ 組織運営の健全化、活性化 

・ 社内制度の革新、作業の標準化 

・ 働き方改革とダイバーシティ経営の強化 

安全衛生の強化 
・ 従業員の安全を守り働きやすい職場にする 

・ ルールを守り、当たり前のことを当たり前に 

 

【第 75期社長方針】 

⚫ 設備更新を生産性向上、省人化につなげ一人当たりの生産高工場を図る 

⚫ 技術継承、業務内容の最適化のため組織、人材配置の見直し 

⚫ 倉庫、物流などを最適化し、外部費用の削減を図る 

⚫ 改善提案活動により、「5S 改善・見える化・時間短縮」を進め 1200 件達成 

⚫ 工程内不良の削減、資源の 3Rを進め、産業廃棄物量を 2022 年比で 5％削減 

代表者から提示された課題とチャンス、社長方針を受け、来期の環境経営計画を策定した。

そのなかでいくつかピックアップして紹介する。 

 

取組事項 目的 担当者 

安全パトロールの実施 安全衛生の強化と業務状況の把握・最適化の

ために実施する 

社長 

経営陣 

リサイクル活動の継続 社内の5Sを進めるとともに資源の有効活用、

リサイクルを促進する 

製造管理課 

総務課 

外国人社員の採用・教育 技能実習生に対する環境教育を継続する。ま

た既存の外国人社員のランクアップを図る 

総務課 

庸車ルートの効率化 工場間輸送の見直しを行い、工場間横待ちの

効率化を図る。 

営業課 

設備定期点検 設備を安定して稼働させるために計画的に

メンテナンスを実施する。トラブル抑止によ

る不良低減・電力利用の効率化、設備寿命の

延長を目的とする 

製造管理課 
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11 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟の有無 

 

環境関連法規制などの遵守状況評価の結果、環境関連法規制などは遵守されていました。 

なお、違反訴訟なども過去 3年間ありませんでした。 

 

                         2023年 02 月 28 日 

                         環境管理責任者  竹内太志 

 

№ 法律・条令・その他の名称 環境側面に関係する

第4類危険物の使用・保管 届出済 〇

合成樹脂類の使用・保管 届出済 〇

消火設備の点検・設置
業者点検

2023.02.13
〇

2
静岡県地下水の採取に

関する条例
揚水設備の設置

揚水届出

1980.03.21

採取報告書

2023.02.20

〇

3 騒音規制法

合成樹脂用射出成形機

コンプレッサー(3.75kW)

クーリングタワー(0.75kW)

冷凍機(3.75kW)

変更届け

 2019.10.08
〇

6 下水道法

排水設備の設置

特定施設の届け出

規制基準の遵守

問題なし 〇

7 浄化槽法
保守点検及び清掃

指定検査機関による水質検査

業者点検

2023.01.18
〇

8
廃棄物の処理及び

清掃に関する法律
産業廃棄物の分別管理 マニフェスト管理 〇

9 フロン排出抑制法
業務用エアコンの点検

成形機用冷凍機

確認

2021.05.11
〇

10 水質汚濁防止法 廃油流出対策(自主規制) 対象外 -

11

ポリ塩化ビニフェル廃棄物の

適正な処理の推進に関する

特別措置法

PCB廃棄物管理
届出

2023.4.11
○

遵守状況

1
消防法

静岡市火災予防条例

-

4 振動規制法
合成樹脂用射出成形機

コンプレッサー(7.5kW)

変更届け

 2019.10.08
〇

5 労働安全衛生法 有害物の使用・保管 対象外
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12 代表者による全体の評価見直し・指示 

 

【全体評価】 

・環境への取組について 

SDGs の視点からもプラスチックは環境への問題が課題となっております。弊社は廃棄する

プラスチック削減のために品質向上、技術向上、還元できる樹脂の再使用などにより廃棄プ

ラスチックの削減に取り組んでいます。 

一方、2022 年度は電力市況の悪化や電力需給逼迫、ウクライナ情勢の影響などさまざまな

理由で電力料金が急騰し大きな課題となりました。 

プラスチック射出成形はペレット状の樹脂材料を溶かして金型に流し込み成形を行います

が製造工程で多くの電気を消費致します。2022 年度は老朽化した電気量の消費量が多い油

圧式の成形機から省エネタイプの電動式成形機に変更することで電力費を削減することが

できました。また、数値としての効果は少ないですがフィルター清掃による省エネ化などの

取組意識も根付いております。 

 

・環境経営システムの有効性について 

エコアクション 21 のワーキンググループを立上げ、毎週打合せを実施しており内容の 

深堀り、浸透ができております。 

 

【見直し・指示】 

・環境経営方針 → 変更無し 

 環境経営方針のように更なる産業廃棄物、電力の削減が必要となります。 

 

・環境経営目標 → 変更なし 

2019 年度を基準とした 3ヶ年の目標となります。 

 

・実施体制 → 用宗巴町工場の追加 

用宗巴町工場が 2022 年度より本格的に稼働し、エコアクション 21の対象となります。 

外国人社員も増加し、多様性が広がり事務局にネパールからの社員も加わりました。 

環境事務局を中心に計画、レポート作成を実施し、各工場で不良削減などの取組を 

を実施します。 

 

見直し実施日 2023 年 2月 28 日  代表取締役社長 竹内 通陽 

 


